
 

 

 

大谷大学公開講演会 
2022 年度共通テーマ「出会うということ」 

大阪 4 支部合同 

講題 苦と我執と出会い 
 

2022 年 9 月 9 日（金） 
18:00～19:00 

※一般入場無料 事前申し込み不要 

※同窓生会費１０００円 同窓会総会１７：３０～１８：００ 

 

 

 

 
 

 

 

講師 ロバート F. ローズ大谷大学名誉教授 

会場 真宗大谷派難波別院(南御堂) 同朋会館 

(住所) 大阪府大阪市中央区久太郎町４－１－１１ 

（アクセス）大阪メトロ中央線本町駅 13 号出口より 3 分  

対象  同窓生・一般 

定員  ８０名 

問合せ 大阪４支部事務局 担当：難波 明則 

TEL  ０９０－８５７４－９３９２ 

主催   大谷大学・大谷大学同窓会大阪 4 支部 

    (大阪北・大阪市・大阪東・大阪南) 

 

 

 

 

 

【著書・論文】 

  『The Essentials of the Eight Traditions, The Candle of the Latter Dharma』 

（『末法灯明記』英訳・仏教伝道協会） 

  『七高僧ものがたり －仏陀から親鸞へ－』  （共著・東本願寺出版部） 

  「源信像の構築 －初期の伝記を中心として－」（『仏教学セミナー』No.７１） 

 

その他 

 

1．大谷大学・大谷大学同窓会では、毎年共通テーマを設定し、
全国約 80 ヵ所で公開講演会を開催しています。 

2．新型コロナウイルス感染拡大状況等により、開催を中止す 
る場合がございます。開催中止の場合は、同窓会ホーム 
ページでお知らせいたします。 

3．ご来場の際は、マスクの着用と入室時の手指消毒を 
お願いいたします。 

大谷大学同窓会 

講演概要 

最近はコロナの影響やロシアのウクライナへの攻撃などによって、仏教の出発

点である「苦」について新たに考えざるを得ない状況になっています。ブッダの四

諦（苦・集・滅・道の四つに真理）についての教えでは、一切は苦であり、その原

因は渇愛（執着）にあると説かれています。そして、苦をなくすためには渇愛を滅

する必要があり、そのためには瞑想修行を通じて苦を観察し、執着を断ち切らな

ければならないとされています。今回の公開講演会では、このような仏教の考え

方をフランスの哲学者であるエマニュエル・レヴィナス（1906-1995）の「顔」

の思想に照らして考えてみたいと思っています。 

１９５３（昭和２８）年１０月   鎌倉に生まれる。 

小･中･高とアメリカンスクールに通う 

１９７９（昭和５４）年 ３月   大谷大学大学院修士課程修了（仏教学） 

１９８２（昭和５７）年 ３月   大谷大学大学院博士後期課程満期退学（仏教学） 

１９９３（平成 ５）年 ６月   ハーバード大学大学院ＰｈＤプログラム修了 

（東洋言語文明学科） 

１９９２（平成 ４）年 ４月   大谷大学講師 

１９９８（平成１０）年 ４月   大谷大学助教授 

２００４（平成１６）年 ４月   大谷大学教授 

２０１９（平成３１）年 ４月   大谷大学 名誉教授 

 


